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論文内容要旨
 小児の大発作てんかんの予後に関する研究。小児期に発症した大発作てんかんの予後は,種々の
 因子に左右されるといわれる。また,脳波所見からみた場合に基礎波の変化もまた重要な因子であ
 るとされながら,これに関する詳細な研究に乏しく,要求される客観的な価値を充分もつていると
 はいえ短い。その理由から,小児には脳波の発達という成人には見られない現象がある点に着目し,
 4)小児てんかんの脳波は基礎波の発達の面でどのように阻害されているのか,2)基礎波の周波
 数分析は予後判定の面でどのていど役に立つのか,以上二っの目的をもって,脳波の周波数分析に
 むけるエネルギー座,スペクトルムの発達より予後について研究した。また,脳波の発作波の経時
 的追及による予後についても併せて研究した。研究対象は大発作てんかんと診断され,かつ,加療
 前の基礎波の周波数分析が施行されて論り,5年以上7年間にわ方り臨床像と基礎波の経時的変動
 が追跡された127例である。なか,精神運動発作,小発作など他の発作型を併有したものは全て
 除外した。
研
究
方 法
 基礎波の周波数分析は右後頭部の安静閉眼時,単極誘導について行い,分析時間は10秒間とし,
 Ar七ifac七のない6ケ所を撰定して,型のごとく分析計が各帯域ごとに表示した電位の二乗につ
 いて百分躯を求め,それぞれのエネルギー癒とした。また,各帯域ごとに求めたエネルギー率をブ
 ・ツトし線で結び周波数スペクトルムを作成した。対照として,5～12才の正常小児161名に
 ついての各帯域エネルギー牽の標準偏差およびスベクトルムを用いた。研究は5項目に分けて行い,
 それぞれ,第1,且,1皿編とした。
 第1編.脳波の周波数分析にむけるエネルギー率の発達よりみた予後。1.帯域ごとにみたエネル
 ギー駆をみると,δ,θ,αの各帯域で標準偏差よりいちぢるしくはみだした症例が多く,,大発て
 んかんは徐波が多い、の一語姥つきる所見を得た。2.発作波の型と周波数分析の関係をみると,
 棘徐波,鋭徐波を有する群にエネルギー塾の著しい偏差越脱を認め,とくに基礎波の徐波化に結び
 ついていた。5,外因と考えられる涙患の周波数分析にあたえる影響をみると,数年後に著しい周
 波数発達の葦みを与え・α帯域のみならずβ2帯域えの影響も強かった。4・周波数分析の結果を
 予後判定に利用すると,加療前ではa)α帯域が標準偏差外にあれば予後不良例は偏差内にあるも
 のの2倍になる。b)θ帯域に於ても全く同様で標準偏差外の予後不良になる率は約2倍となった。
 c)δ帯域は5～12才の花代では,他の帯域に比較し予後判定えの利用度が少ない。ただし,数
 蛇の加療を経てみると難治の症例でδ帯域だけが揃加するものが多く認めた。5.大発作てんかん
 の蕪磁波の発達をみると,かかる疾患例といえども脳波ひ発達をみるが,全体としてみると,加療
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 によっても,なむ正常児の分析結果とはかなカの隔たりを埋めきれない。
 第H編、脳波の周波数分析におけるスベクトルムの発達よりみた予衡1、初診時の脳波にみる
 周波数スペクトルムの発達状態は}その時点ですでに,シ予後を大きく左右しているといえる。
 a)初診時のスペクトルムが正常児と同等の発達を遂げていた群の痙攣消失塾は85.7%,b)ス
 ペクトルムの発達が正常児に比し、～2年の遅れがありた群の痙攣の消失率は66,乃%,e)スペク
 トルムの発達に5年以上の遅れが'あった群の痙座興肖失率は3Z5%である。2.加療中に脳波が成熟して
 ゆく症例と,しないものとでは治療成績がどのように違っているかをみると,a)周擁数スペクト
 ルムが成熟してゆく群の痙蟻消失塾はη8%,b)スペクトルムの成熟が停止している群の痙攣
 消失率は65.0.%,c)加療しているにも拘わらず,スペクトルムの成熟が退行してゆく群の痙攣
 消失率は41.7%と低値を示した。したがって,予後の善し悪しは,加療中の周波数スペクトルム
 の発達の善し悪しと平行関係にあるとい卑る。5発作波の消長と基礎波の成熟とは,どのような
 関係にあるかをみると,両者はほぼ平行関係にあり,加療中スペクトルムの成熟がよい群ほど発作
 波の消失がめざましかった。4.視覚的にみると,加療しtいるにもかかわらず,発作波が減少し
 ないか,あるいはむしろ増加してい・るともみえる症例について,周波数スペクトルムの発達よりみ
 ると、成熟が良いものほど痙攣消失墨は高く`かかる症例の予後判定に利用出来得ると思われた。
 5.大発作てんかんにみる周波数スペクトルムの歪みをみると,幼若で発症したものほど歪みが著し
 く,11～12才で発症した'も.のは,ほぼ正常なスペクトルムの成熟を示す症例が多かった。
 欝血編.発作波の経時的追究よ勤みた予後,'1、発作波の消長と臨床像はかな匂よく一致してい
 た。.すなわち,脳波が正常化して来るものではウ4.6%が痙攣消失し,いつぼう,加療にもかかわ
 らず,発作波が増えて来る症例は予後が悪く,痙聚消失をみたのは,わずか5Z5%であった。
 2.どのような異常波をみたとき予後不良と考えるかを検討し,初回の脳波で棘徐波,鋭徐波,焦,
 点等の出現率が予後不良群に有意差をもつて多かった。5.数年の時間的経過かよび薬物の影響を
 受けた後の脳波でどのような異常波が予後不良の臼ignかをみると棘波,多棘波,棘徐波,鋭徐
 波,.発個生徐波律動,不規則高圧徐波がそれであった。4.加療によって特に動きやすい異常波を
 みると,予後良好群では棘波,,律動異常,不規則高圧徐波などが減少しやすく,予後不良群では,
 加療しているにもかかわらず,棘波,発作性徐波律動などが増加する傾向を示した。
o
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 審査結果の要旨
」
 小児に冷ける大発作てんかんの予後について',脳波学的に研究したものである。
 第1編においては,脳波の閾波数分析にむける墨%(energy%)の発達状況から,大発作て
 んかんの予後との関係をみたもので,殊にα藩域,θイ菅域の匡%が,それぞれの標準偏差を越脱し
 ているような場合には予後の不良.のものが59%,46%にみられることを知った∩
 第H編においては,脳皮の周波数スペク}ルムの発達と大発作てんかんの予後について検討し・
 初診時にスベクトルムが正常発達をとげている群の行いれん消失は85.ア%,スペクトルムの発
 達に1～2鰹慶G'しのある群の幸すいれん消却66・ア歓スペ射ノレムの発達に5年以上鋤く
 れのある群では,けいれんの捕失は5Z5%であるという。
 第臨皐1にお・いてはy着艦皮の経時的追究を基にして,大発作てんかんの予後を論じて参り,ことに
 予後不良群に多くみられる異常波として鯨波,多頬被,棘徐波,鋭徐波,発作性律波律動異常,不
 規則高圧徐波をあげている、、
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